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様式第１－８（日本産業規格Ａ列４番） 
番      号 
令和 年 月 日 

 
 
 国土交通大臣 殿 
 
                                                   氏名又は名称 
                                                   住    所 
                                                     代 表 者 氏 名     
 
 
 

令和５年度 地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域内フィーダー系統確

保維持費国庫補助金）交付申請書 
 
 
 令和５年度地域公共交通確保維持改善事業費補助金（地域内フィーダー系統確保維持費国庫

補助金）の交付を関係書類を添えて、下記のとおり申請します。 
 

記 
 
１．交付を受けようとする補助金の額 
  ○地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金 

 
運 行 系 統 数 

 
補 助 金 の 額 

 
           
 

 
  千円 
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様
式

第
１

－
５

（
日

本
産

業
規

格
A

列
４

番
）

経
常

費
用

市
町

村
の

別
備

考

合
計

0
.0

0
0
.0

0
.0

0
.0

0
0

0
0

0

［
記

載
要

領
］

0000

0
.0

0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

営
業

外
収

益
（
E
）

（
円

）

計
(C

)＋
(D

)+
(E

)

１
系

統
当

た
り

経
常

費
用

（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
当

た
り

の
経

常
費

用
）

　
【
記

載
要

領
】

　
１

．
こ

の
書

類
は

、
補

助
対

象
期

間
（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
の

実
績

に
つ

い
て

、
補

助
対

象
期

間
の

末
日

現
在

に
お

け
る

状
態

に
応

じ
て

、
運

行
系

統
（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
）
ご

と
に

作
成

す
る

こ
と

。
（
補

助
対

象
系

統
の

み
記

載
す

る
こ

と
。

）
　

２
．

申
請

番
号

は
、

地
域

公
共

交
通

計
画

認
定

申
請

書
の

申
請

番
号

と
同

一
の

も
の

と
す

る
こ

と
。

　
３

．
運

行
形

態
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

型
運

行
、

乗
用

タ
ク

シ
ー

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

　
４

．
起

点
及

び
終

点
は

停
留

所
名

を
も

っ
て

記
載

し
、

主
な

経
由

地
は

他
の

運
行

系
統

と
区

別
で

き
る

停
留

所
名

を
も

っ
て

記
載

し
、

キ
ロ

程
は

小
数

点
第

１
位

（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

　
５

．
運

行
回

数
は

、
補

助
対

象
期

間
に

お
け

る
合

計
運

行
回

数
を

記
載

す
る

こ
と

。
な

お
、

路
線

型
運

行
に

お
い

て
は

１
往

復
を

運
行

回
数

１
回

（
往

路
若

し
く
は

復
路

の
み

の
場

合
は

、
０

．
５

回
と

す
る

。
）
、

区
域

型
運

行
及

び
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

に
お

い
て

は
１

運
行

（
片

道
）
を

運
行

回
数

１
回

、
循

環
系

統
に

お
い

て
は

　
　

　
１

循
環

で
運

行
回

数
１

回
と

す
る

。
　

６
．

１
運

行
当

た
り

輸
送

人
員

は
、

小
数

点
第

１
位

（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
す

る
こ

と
。

　
７

．
実

車
走

行
キ

ロ
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

間
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
し

て
記

載
す

る
こ

と
。

　
８

．
１

系
統

当
た

り
経

常
費

用
は

、
路

線
型

に
あ

っ
て

は
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

に
当

該
系

統
の

実
車

走
行

キ
ロ

を
乗

じ
た

も
の

、
デ

マ
ン

ド
型

及
び

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
に

あ
っ

て
は

運
送

実
施

者
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

当
た

り
経

常
費

用
に

当
該

系
統

（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
）

　
　

　
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

を
乗

じ
た

も
の

と
す

る
。

　
９

．
備

考
欄

に
は

、
補

助
対

象
期

間
中

に
ス

ト
及

び
積

雪
等

の
理

由
に

よ
り

バ
ス

が
運

行
さ

れ
な

か
っ

た
期

間
が

あ
っ

た
場

合
等

、
特

記
す

べ
き

事
項

に
つ

い
て

、
変

更
年

月
日

又
は

期
間

及
び

そ
の

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
。

１
０

．
各

運
行

系
統

の
キ

ロ
程

、
運

行
回

数
、

輸
送

人
員

、
輸

送
人

キ
ロ

、
実

車
走

行
キ

ロ
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

、
運

送
収

入
、

運
送

雑
収

及
び

営
業

外
収

益
の

欄
に

つ
い

て
は

必
ず

記
載

す
る

こ
と

。
（
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
場

合
は

、
キ

ロ
程

、
実

車
走

行
キ

ロ
は

記
載

不
要

。
）

運
行

系
統

別
輸

送
実

績
（

令
和

５
年

度
）

【
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

】

事
業

者
名

１
運

行
当

た
り

輸
送

人
員

（
B

)/
（
A

)
（
人

/
回

）

１
人

平
均

乗
車

キ
ロ

（
km

)

輸
送

人
キ

ロ
（
人

ｷ
ﾛ
）

実
車

走
行

キ
ロ

（
km

）

経
常

収
益

申
請

番
号

運
行

形
態

運
行

系
統

名
（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
名

）

起
点

主
な

経
由

地
終

点
キ

ロ
程

（
km

）
実

運
行

時
間

待
機

時
間

回
送

時
間

予
約

受
付

時
間

 
 

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

（
時

間
）

運
送

収
入

（
C

）
（
円

）

運
送

雑
収

（
D

）
（
円

）

00 00

0
.0

0
.0

運
行

系
統

年
間

輸
送

実
績

0

運
行

回
数

（
A

）
（
回

）

輸
送

人
員

（
B

）
（
人

）
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２．補助対象期間における損益の実績【地域内フィーダー系統（区域型運行）】

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

時間

３．キロ当たり補助対象経常費用

４．補助対象系統ごとの国庫補助金申請額、負担者とその負担割合

（へ－（ト＋チ））÷へ＝リ

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

合計

国庫補助金
申請額

レ

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

合計 円 円 円 円 . 千円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

合計 円 円 円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

負担割合

国庫補助
上限額

ホ×へ = ヌ

0

営業費用

補助対象期間のサービス提供時
間（ロ)

経常収支率

補助ブロック名
補助対象事業者の時間当た

り経常費用
イ÷ロ = ハ

地域時間当たり
標準経常費用

二

時間当たり経常費用
ハとニのいずれか少ない額

ホ

営業外費用 経常費用（イ） 0

営業損益 0 営業外損益 0 経常損益 0

補助対象期間の
損益状況

一 般 乗 合 旅 客 自 動 車 運 送 事 業 ・ 自 家 用 有 償 旅 客 運 送

営業収益 営業外収益

0円.00銭

市区町村
申請
番号

利便増
進特例
措置又
は運送
継続特
例措置

運行
系統名

営業区域
計画運行回数

（い）

経常収益

同一補助ブロッ
ク

市区町村外乗入
部分に係るサー
ビス提供時間

補助ブロック外乗り入
れ部分及び同一補助
ブロック市区町村外乗

り入れ部分以外の
サービス提供時間の

比率

ヘ ト チ

実績運行回数
（ろ）

運休回数
（は）

運休回数の
うち１２条２
項ただし書
によりやむ

を得ないとし
て大臣が認
めた回数

（に）

運行割合
（100%を超える場
合は100%を上限

とする。）
（ほ）

サービス提供時間

補助ブロック外
乗入部分に係る
サービス提供時

間

タ

市区町村
申請
番号

補助対象
経常費用

補助対象系統
の経常収益

補助対象経常
費用から経常

収益を控除した額

ヲのうち補助ブロック
外乗入部分及び同
一補助ブロック市区
町村外乗入部分以

外に係るもの

補助対象経費 補助対象経費の1/2

ル ヌ－ル＝ヲ ヲ×リ＝ワ カ カ×1/2＝ヨ

市区町村
申請
番号

経常費用から
経常収益を控除

した額

損失額から国庫
補助額を控除し

た額

ツの負担者とその負担割合

都道府県 市区町村 その他の者 事業者自己負担
「その他の者」の具体
的概要

0 0

負担額 負担割合 負担額 負担割合ハ×へ－ル＝ソ ソ－レ＝ツ 負担額 負担割合 負担額

0 0 0 0 0 千円 . 千円 千円
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 4.「補助対象期間の損益状況」については、消費税相当額を控除した額を記載すること。

 5.「補助ブロック名」については、補助金交付要綱別表６の名称を記載すること。

 6.「地域時間当たり標準経常費用」は、補助ブロックを管轄する地方運輸局等が通知した数値によること。

 7.時間当たり補助対象経常費用の計算上生じた単位未満の端数は切り捨てること。

(1) 記載要領

 1.乗合バス事業の収益、サービス提供時間については、高速バス及び定期観光バス等を除き、費用については、高速バス及び定期観光バス等並びに補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）における補助
金交付要綱第２編第１章第３節に係る経常費用を除くこと。

(2) 添付書類

1.補助対象期間に係る旅客自動車運送事業等報告規則第２条第２項の「事業報告書」又は自家用有償旅客運送の損益明細表。

2.様式第１－５の運行系統別輸送実績。

20.「補助対象経費」は、（ワ）の金額を記載する（千円未満の端数は切り捨てること）。

21.「補助対象経費の１／２」は、系統ごとに百円単位（0.5千円）まで記載することとし、合計の千円未満の端数は切り捨てること。

22.「国庫補助上限額」については、市区町村等が当該市区町村等に係る国庫補助上限額のうち、各事業者の系統ごとに按分した額を記載することとし、千円未満の端数は切り捨てること。
23.サービス提供時間とは、事業開始時間から事業終了時間までの間をいい、そのうち、待機時間、回送時間、予約受付に係る時間についても含める。ただし、時間外に行われる予約受付に係る時間等については含めな
い。
24.待機時間とは、サービス提供時間のうち、実運行しなかった時間をいう。ただし、休憩時間及びその他事業に従事している時間については含めない。

25.回送時間については、乗客が降車した後、帰庫する際の回送運行は実運行時間として差し支えない。ただし、回送運行中（帰庫途中）に乗用事業による配車指示があり、乗用事業の運行を行った場合は、当該回送運
行は実運行時間とは認められない。

14.「運行割合」は、小数点第２位（第３位以下切り捨て）まで算出して記載すること。

15.「サービス提供時間」、「補助ブロック外乗入部分に係るサービス提供時間」及び「同一補助ブロック市区町村外乗入部分に係るサービス提供時間」は、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出すること。

16.「同一補助ブロック市区町村外乗入部分に係るサービス提供時間」については、同一補助ブロック内における市区町村外乗入部分のサービス提供時間を記載することとし、補助ブロックが異なる市区町村外乗入部分
は（ト）に記載すること。

17.「補助ブロック外乗入部分及び市区町村外乗入部分以外のサービス提供時間の比率」は、％以下第３位（小数点第４位切り捨て）まで算出して記載すること。

18.「補助対象経常費用」は、円未満の端数を切り捨てること。

19.「補助対象系統の経常収益」については、補助対象期間における各補助対象系統の経常収益の実績額を記載すること。

 8.申請番号は、事業者及び系統ごとに一連番号とすること。なお、１系統が２つ以上の補助ブロックにまたがる場合は、その比率に応じ低い方をカッコ書きの番号とすること。

 9.「利便増進特例措置又は運送継続特例措置」については、地域公共交通利便増進実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９）を受けて補助対象となる場合は「利便」と記載し、地域
旅客運送サービス継続実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表１０）を受けて補助対象となる場合は「継続」と記載する。

10.「計画運行回数」については、大臣に認定された地域公共交通計画に記載された回数を転載すること。

11.「実績運行回数」については、補助対象期間中に運行した回数を記載すること。

12.「運休回数」については、計画運行回数のうち、補助対象期間中に運休した回数を記載すること。

13.「運休回数のうち１２条２項ただし書によりやむを得ないとして大臣が認めた回数」については、補助対象期間中に運休した回数のうち、天災その他やむを得ない事情がある場合による回数を記載すること。

 2.補助対象事業者の決算期間が補助対象期間と相違している事業者については、補助対象期間の仮決算を行い、その損益状況を損益状況欄に記載すること。

 3.補助対象期間中の一般乗合旅客自動車運送事業（自家用有償旅客運送）と他の事業を兼業している場合の関連収益及び費用の配分については、原則として、自動車運送事業に係る収益及び費用並びに固定資産の
配分基準について（昭和52年５月17日付け自総第338号、自旅第151号、自貨第55号）によること。
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様
式

第
１

－
５

（
日

本
産

業
規

格
A

列
４

番
）

経
常

費
用

市
町

村
の

別
備

考

往
 

復
 

往
 

復
 

往
 

復
 

往
 

復
 

往
 

復
 

往
 

復
 

往
 

復
 

往
 

復
 

往
 

復
 

往
 

復
 

合
計

0
.0

0
0
.0

0
.0

0
.0

0
0

0
0

0

［
記

載
要

領
］

0000

0
.0

0

0
.0 0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

0
.0

運
送

収
入

（
C

）
（
円

）

運
送

雑
収

（
D

）
（
円

）

営
業

外
収

益
（
E
）

（
円

）

計
(C

)＋
(D

)+
(E

)

１
系

統
当

た
り

経
常

費
用

（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
当

た
り

の
経

常
費

用
）

　
【
記

載
要

領
】

　
１

．
こ

の
書

類
は

、
補

助
対

象
期

間
（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
の

実
績

に
つ

い
て

、
補

助
対

象
期

間
の

末
日

現
在

に
お

け
る

状
態

に
応

じ
て

、
運

行
系

統
（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
）
ご

と
に

作
成

す
る

こ
と

。
（
補

助
対

象
系

統
の

み
記

載
す

る
こ

と
。

）
　

２
．

申
請

番
号

は
、

地
域

公
共

交
通

計
画

認
定

申
請

書
の

申
請

番
号

と
同

一
の

も
の

と
す

る
こ

と
。

　
３

．
運

行
形

態
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

型
運

行
、

乗
用

タ
ク

シ
ー

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

　
４

．
起

点
及

び
終

点
は

停
留

所
名

を
も

っ
て

記
載

し
、

主
な

経
由

地
は

他
の

運
行

系
統

と
区

別
で

き
る

停
留

所
名

を
も

っ
て

記
載

し
、

キ
ロ

程
は

小
数

点
第

１
位

（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

　
５

．
運

行
回

数
は

、
補

助
対

象
期

間
に

お
け

る
合

計
運

行
回

数
を

記
載

す
る

こ
と

。
な

お
、

路
線

型
運

行
に

お
い

て
は

１
往

復
を

運
行

回
数

１
回

（
往

路
若

し
く
は

復
路

の
み

の
場

合
は

、
０

．
５

回
と

す
る

。
）
、

区
域

型
運

行
及

び
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

に
お

い
て

は
１

運
行

（
片

道
）を

運
行

回
数

１
回

、
循

環
系

統
に

お
い

て
は

　
　

　
１

循
環

で
運

行
回

数
１

回
と

す
る

。
　

６
．

１
運

行
当

た
り

輸
送

人
員

は
、

小
数

点
第

１
位

（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
す

る
こ

と
。

　
７

．
実

車
走

行
キ

ロ
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

間
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
し

て
記

載
す

る
こ

と
。

　
８

．
１

系
統

当
た

り
経

常
費

用
は

、
路

線
型

に
あ

っ
て

は
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

に
当

該
系

統
の

実
車

走
行

キ
ロ

を
乗

じ
た

も
の

、
デ

マ
ン

ド
型

及
び

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
に

あ
っ

て
は

運
送

実
施

者
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

当
た

り
経

常
費

用
に

当
該

系
統

（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
）

　
　

　
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

を
乗

じ
た

も
の

と
す

る
。

　
９

．
備

考
欄

に
は

、
補

助
対

象
期

間
中

に
ス

ト
及

び
積

雪
等

の
理

由
に

よ
り

バ
ス

が
運

行
さ

れ
な

か
っ

た
期

間
が

あ
っ

た
場

合
等

、
特

記
す

べ
き

事
項

に
つ

い
て

、
変

更
年

月
日

又
は

期
間

及
び

そ
の

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
。

１
０

．
各

運
行

系
統

の
キ

ロ
程

、
運

行
回

数
、

輸
送

人
員

、
輸

送
人

キ
ロ

、
実

車
走

行
キ

ロ
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

、
運

送
収

入
、

運
送

雑
収

及
び

営
業

外
収

益
の

欄
に

つ
い

て
は

必
ず

記
載

す
る

こ
と

。
（
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
場

合
は

、
キ

ロ
程

、
実

車
走

行
キ

ロ
は

記
載

不
要

。
）

0
.0

0
.0

運
行

回
数

（
A

）
（
回

）

輸
送

人
員

（
B

）
（
人

）

運
行

系
統

別
輸

送
実

績
（

令
和

５
年

度
）

【
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統
】

事
業

者
名

１
運

行
当

た
り

輸
送

人
員

（
B

)/
（A

)
（
人

/
回

）

１
人

平
均

乗
車

キ
ロ

（
km

)

輸
送

人
キ

ロ
（
人

ｷ
ﾛ
）

実
車

走
行

キ
ロ

（
km

）

経
常

収
益

申
請

番
号

運
行

形
態

運
行

系
統

名
（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
名

）

起
点

主
な

経
由

地
終

点
キ

ロ
程

（
km

）
実

運
行

時
間

待
機

時
間

回
送

時
間

予
約

受
付

時
間

 
 

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

（
時

間
）

0000

運
行

系
統

年
間

輸
送

実
績

0
.0

0
.0

0

0
.0

0
.0
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２．補助対象期間における損益の実績【地域内フィーダー系統（路線型(路線定期・路線不定期)運行）】

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

㎞ ％

３．キロ当たり補助対象経常費用

４．補助対象系統ごとの国庫補助金申請額、負担者とその負担割合

（へ－（ト＋チ））÷へ＝リ

国庫補助金
申請額

ソ

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

合計 km 円 円 円 円 . 千円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

合計 円 円 円 ％ 円 ％ 円 ％ 円 ％

0 千円 . 千円

補助対象期間の実車走
行キロ（ロ)

経常収支率

経常費用（イ）

営業損益 営業外損益 経常損益

補助対象期間の
損益状況

一 般 乗 合 旅 客 自 動 車 運 送 事 業 ・ 自 家 用 有 償 旅 客 運 送

営業収益 営業外収益 経常収益

営業費用 営業外費用

同一補助ブ
ロック市区

町村外乗入
部分のキロ

程

補助ブロック外乗り入
れ部分及び同一補助
ブロック市区町村外乗
り入れ部分以外のキ

ロ程の比率

起点
主な

経由地
終点

ヘ ト チ

実績運行回数
（ろ）

運休回数
（は）

運休回数のうち１
２条２項ただし書
によりやむを得な
いとして大臣が認

めた回数
（に）

運行割合
（100%を超える場
合は100%を上限と

する。）
（ほ）

系統キロ程
補助ブロッ
ク外乗入部
分のキロ程

運行系統

計画運行回数
（い）

回 回

0円.00銭

市区町村
申請
番号

利便増
進特例
措置又
は運送
継続特
例措置

運行
系統名

補助ブロック名
補助対象事業者の実車走行キロ当

たり経常費用
イ÷ロ = ハ

地域キロ当たり
標準経常費用

二

キロ当たり経常費用
ハとニのいずれか少ない額

ホ

往 往 

復 0.0km 復 復 
回 回 ％

往 0.0km

回 回
往 往 

復 0.0km 復 復 
回 回 ％

往 0.0km

回 回
往 往 

復 0.0km 復 復 
回 回 ％

往 0.0km

回 回
往 往 

復 0.0km 復 復 
回 回 ％

往 0.0km

回 回
往 往 

復 0.0km 復 復 
回 回 ％

往 0.0km

市区町村
申請
番号

実車走行キロ
補助対象
経常費用

補助対象系統
の経常収益

補助対象経常
費用から経常

収益を控除した額

合計

ワのうち補助ブロック外
乗入部分及び同一補助
ブロック市区町村外乗
入部分以外に係るもの

補助対象経費 補助対象経費の1/2
国庫補助
上限額

ヌ ホ×ヌ = ル ヲ ル－ヲ＝ワ ワ×リ＝カ ヨ ヨ×1/2＝タ レ

市区町村
申請
番号

経常費用から
経常収益を控除

した額

損失額から国庫補助額
を控除した額

ネの負担者とその負担割合

都道府県 市区町村 その他の者

0.0 0 0 0 0 0 千円

事業者自己負担

「その他の者」の具体的概要

ハ×ヌ－ヲ＝ツ ツ－ソ＝ネ 負担額 負担割合 負担額 負担割合 負担額 負担割合 負担額 負担割合

(1) 記載要領

 1.乗合バス事業の収益、実車走行キロについては、高速バス及び定期観光バス等を除き、費用については、高速バス及び定期観光バス等並びに補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）における補助金交付要綱第２編第１章
第３節に係る経常費用を除くこと。

 2.補助対象事業者の決算期間が補助対象期間と相違している事業者については、補助対象期間の仮決算を行い、その損益状況を損益状況欄に記載すること。

 3.補助対象期間中の一般乗合旅客自動車運送事業（自家用有償旅客運送）と他の事業を兼業している場合の関連収益及び費用の配分については、原則として、自動車運送事業に係る収益及び費用並びに固定資産の配分基準について
（昭和52年５月17日付け自総第338号、自旅第151号、自貨第55号）によること。

 4.「補助対象期間の損益状況」については、消費税相当額を控除した額を記載すること。

 5.「補助ブロック名」は、補助金交付要綱別表６の名称を記載すること。

0 0

12.「運休回数」については、計画運行回数のうち、補助対象期間中に運休した回数を記載すること。

13.「運休回数のうち１２条２項ただし書によりやむを得ないとして大臣が認めた回数」については、補助対象期間中に運休した回数のうち、天災その他やむを得ない事情がある場合による回数を記載すること。

14.「運行割合」は、小数点第２位（第３位以下切り捨て）まで算出して記載すること。

15.「系統キロ程」、「補助ブロック外乗入部分のキロ程」及び「市区町村外乗入部分のキロ程」は、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄
に「循環」と記載すること。

16.「同一補助ブロック市区町村外乗入部分のキロ程」については、同一補助ブロック内における市区町村外乗入部分のキロ程を記載することとし、補助ブロックが異なる市区町村外乗入部分は（ト）欄に記載すること。

17.「補助ブロック外乗り入れ部分及び同一補助ブロック市区町村外乗り入れ部分以外のキロ程の比率」は、％以下第３位（小数点第４位切り捨て）まで算出して記載すること。

 6.「地域キロ当たり標準経常費用」は、補助ブロックを管轄する地方運輸局等が通知した数値によること。

 7.キロ当たり補助対象経常費用の計算上生じた単位未満の端数は切り捨てること。

 8.申請番号は、事業者及び系統ごとに一連番号とすること。なお、１系統が２つ以上の補助ブロックにまたがる場合は、その比率に応じ低い方をカッコ書きの番号とすること。

 9.「利便増進特例措置又は運送継続特例措置」については、地域公共交通利便増進実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９）を受けて補助対象となる場合は「利便」と記載し、地域旅客運送サービス継
続実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表１０）を受けて補助対象となる場合は「継続」と記載する。

10.「計画運行回数」については、大臣に認定された地域公共交通計画に記載された回数を転載すること。

11.「実績運行回数」については、補助対象期間中に運行した回数を記載すること。

(2) 添付書類

1.補助対象期間に係る旅客自動車運送事業等報告規則第２条第２項の「事業報告書」又は自家用有償旅客運送の損益明細表。

2.様式第１－５の運行系統別輸送実績。

18.「実車走行キロ」は、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出して記載すること。

19.「補助対象経常費用」は、円未満の端数を切り捨てること。

20.「補助対象系統の経常収益」については、補助対象期間における各補助対象系統の経常収益の実績額を記載すること。

21.「補助対象経費」については、（カ）の金額を記載する（千円未満の端数は切り捨てること）。

22.「補助対象経費の１／２」については、系統ごとに百円単位（0.5千円）まで記載することとし、合計の千円未満の端数は切り捨てること。

23.「国庫補助上限額」については、市区町村等が当該市区町村等に係る国庫補助上限額のうち、各事業者の系統ごとに按分した額を記載することとし、千円未満の端数は切り捨てること。

回 回 回 回 ％
往 0.0km 往 往 

復 0.0km 復 復 

回

回

回 回 回 ％
往 0.0km 往 往 

復 0.0km 復 復 

回 回 回 ％
往 0.0km 往 往 

復 0.0km 復 復 

回 回 ％
往 0.0km

回
復 0.0km 復 復 

回 回 回 回 ％
往 0.0km

回

往 往 

復 0.0km 復 復 

往 往 
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様
式

第
１

－
５

（
日

本
産

業
規

格
A

列
４

番
）

経
常

費
用

市
町

村
の

別
備

考

合
計

8
,9

64
.0

10
,5

6
1

0
.0

0
.0

10
,5

84
.0

1
,9

11
,8

4
3

0
0

1
,9

11
,8

4
3

49
,9

02
,9

2
3

［
記

載
要

領
］

0
0

12
7
,6

9
8

0
0

12
7
,6

9
8

13
,8

61
,9

2
3

本
庄

市

本
庄

市

41
4
,9

6
4

0
0

41
4
,9

6
4

13
,8

61
,9

2
3

本
庄

市

71
7
,6

3
6

65
1
,5

4
5

0
0

65
1
,5

4
5

11
,1

27
,2

5
8

0
.0

本
庄

市
11

,0
51

,8
1
9

71
7
,6

3
6

0
0

2
,9

40
.0

20
2
.5

6
2
,2

70
.9

3
22

6
.5

6
23

9
.9

5

2
,9

40
.0

87
.8

7
2
,6

70
.5

8
11

3
.9

7
67

.5
8

2
,3

44
.0

59
6
.0

3
99

7
.1

1
44

0
.9

4
30

9
.9

2

2
,3

60
.0

48
2
.8

2
94

5
.2

7
34

1
.3

9
59

0
.5

2

1
.3

1
.2

1
.0

1
.2

1
,8

5
6

1
,4

40
.0

3
,8

4
9

3
,5

43
.0

4
,2

9
7

3
,5

76
.0

55
9

40
5
.0

本
庄

市

本
庄

市

本
庄

市
児

玉
山

間
地

域
デ

マ
ン

ド

児
玉

市
街

地
デ

マ
ン

ド

本
庄

南
地

域
デ

マ
ン

ド

5
区

域
型

運
行

区
域

型
運

行

区
域

型
運

行

0
.0

0
.0

0
.0

営
業

外
収

益
（
E
）

（
円

）

計
(C

)＋
(D

)+
(E

)

１
系

統
当

た
り

経
常

費
用

（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
当

た
り

の
経

常
費

用
）

　
【
記

載
要

領
】

　
１

．
こ

の
書

類
は

、
補

助
対

象
期

間
（
補

助
金

交
付

要
綱

第
５

条
で

定
め

る
期

間
）
の

実
績

に
つ

い
て

、
補

助
対

象
期

間
の

末
日

現
在

に
お

け
る

状
態

に
応

じ
て

、
運

行
系

統
（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
）
ご

と
に

作
成

す
る

こ
と

。
（
補

助
対

象
系

統
の

み
記

載
す

る
こ

と
。

）
　

２
．

申
請

番
号

は
、

地
域

公
共

交
通

計
画

認
定

申
請

書
の

申
請

番
号

と
同

一
の

も
の

と
す

る
こ

と
。

　
３

．
運

行
形

態
は

、
路

線
定

期
運

行
、

路
線

不
定

期
運

行
、

区
域

型
運

行
、

乗
用

タ
ク

シ
ー

の
別

を
記

載
す

る
こ

と
。

　
４

．
起

点
及

び
終

点
は

停
留

所
名

を
も

っ
て

記
載

し
、

主
な

経
由

地
は

他
の

運
行

系
統

と
区

別
で

き
る

停
留

所
名

を
も

っ
て

記
載

し
、

キ
ロ

程
は

小
数

点
第

１
位

（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
記

載
す

る
こ

と
。

　
５

．
運

行
回

数
は

、
補

助
対

象
期

間
に

お
け

る
合

計
運

行
回

数
を

記
載

す
る

こ
と

。
な

お
、

路
線

型
運

行
に

お
い

て
は

１
往

復
を

運
行

回
数

１
回

（
往

路
若

し
く
は

復
路

の
み

の
場

合
は

、
０

．
５

回
と

す
る

。
）
、

区
域

型
運

行
及

び
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

に
お

い
て

は
１

運
行

（
片

道
）
を

運
行

回
数

１
回

、
循

環
系

統
に

お
い

て
は

　
　

　
１

循
環

で
運

行
回

数
１

回
と

す
る

。
　

６
．

１
運

行
当

た
り

輸
送

人
員

は
、

小
数

点
第

１
位

（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
す

る
こ

と
。

　
７

．
実

車
走

行
キ

ロ
及

び
サ

ー
ビ

ス
提

供
時

間
は

、
小

数
点

第
１

位
（
第

２
位

以
下

切
り

捨
て

）
ま

で
算

出
し

て
記

載
す

る
こ

と
。

　
８

．
１

系
統

当
た

り
経

常
費

用
は

、
路

線
型

に
あ

っ
て

は
事

業
者

の
実

車
走

行
キ

ロ
当

た
り

経
常

費
用

に
当

該
系

統
の

実
車

走
行

キ
ロ

を
乗

じ
た

も
の

、
デ

マ
ン

ド
型

及
び

乗
用

タ
ク

シ
ー

に
よ

る
運

行
に

あ
っ

て
は

運
送

実
施

者
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

当
た

り
経

常
費

用
に

当
該

系
統

（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
）

　
　

　
の

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

を
乗

じ
た

も
の

と
す

る
。

　
９

．
備

考
欄

に
は

、
補

助
対

象
期

間
中

に
ス

ト
及

び
積

雪
等

の
理

由
に

よ
り

バ
ス

が
運

行
さ

れ
な

か
っ

た
期

間
が

あ
っ

た
場

合
等

、
特

記
す

べ
き

事
項

に
つ

い
て

、
変

更
年

月
日

又
は

期
間

及
び

そ
の

内
容

を
記

載
す

る
こ

と
。

１
０

．
各

運
行

系
統

の
キ

ロ
程

、
運

行
回

数
、

輸
送

人
員

、
輸

送
人

キ
ロ

、
実

車
走

行
キ

ロ
、

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

、
運

送
収

入
、

運
送

雑
収

及
び

営
業

外
収

益
の

欄
に

つ
い

て
は

必
ず

記
載

す
る

こ
と

。
（
乗

用
タ

ク
シ

ー
に

よ
る

運
行

の
場

合
は

、
キ

ロ
程

、
実

車
走

行
キ

ロ
は

記
載

不
要

。
）

2
区

域
型

運
行

本
庄

北
地

域
デ

マ
ン

ド
本

庄
市

43

運
行

系
統

別
輸

送
実

績
（

令
和

５
年

度
）

【
フ

ィ
ー

ダ
ー

系
統

】

事
業

者
名

１
運

行
当

た
り

輸
送

人
員

（
B

)/
（
A

)
（
人

/
回

）

１
人

平
均

乗
車

キ
ロ

（
km

)

輸
送

人
キ

ロ
（
人

ｷ
ﾛ
）

実
車

走
行

キ
ロ

（
km

）

経
常

収
益

申
請

番
号

運
行

形
態

運
行

系
統

名
（
乗

用
タ

ク
シ

ー
の

場
合

は
運

行
サ

ー
ビ

ス
名

）

起
点

主
な

経
由

地
終

点
キ

ロ
程

（
km

）

朝
日

自
動

車
株

式
会

社

実
運

行
時

間
待

機
時

間
回

送
時

間
予

約
受

付
時

間

 
 

サ
ー

ビ
ス

提
供

時
間

（
時

間
）

運
送

収
入

（
C

）
（
円

）

運
送

雑
収

（
D

）
（
円

）

0
0

0
0

00

0

0
.0

0
.0

運
行

系
統

年
間

輸
送

実
績

00
0

運
行

回
数

（
A

）
（
回

）

輸
送

人
員

（
B

）
（
人

）
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２．補助対象期間における損益の実績【地域内フィーダー系統（区域型運行）】

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

時間

３．キロ当たり補助対象経常費用

４．補助対象系統ごとの国庫補助金申請額、負担者とその負担割合

（へ－（ト＋チ））÷へ＝リ

本庄市 2 ­ 本庄北地域デマンド 回 回 0 回 0 回 ％ 時間 時間 時間 100.000%

本庄市 3 ­ 本庄南地域デマンド 回 回 0 回 0 回 ％ 時間 時間 時間 100.000%

本庄市 4 ­ 児玉市街地デマンド 回 回 0 回 0 回 ％ 時間 時間 時間 100.000%

本庄市 5 ­ 児玉山間地域デマンド 回 回 0 回 0 回 ％ 時間 時間 時間 100.000%

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

回 回 回 回 ％ 時間 時間 時間

合計

国庫補助金
申請額

レ

本庄市 2 円 円 円 円 1,028. 千円

本庄市 3 円 円 円 円 1,045. 千円

本庄市 4 円 円 円 円 1,354. 千円

本庄市 5 円 円 円 円 1,393. 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

円 円 円 円 . 千円

合計 円 円 円 円 4,820. 千円

本庄市 2 円

本庄市 3 円

本庄市 4 円

本庄市 5 円

円

円

円

円

円

円

合計 円 円 円 0 ％ 円 100 ％ 円 0 ％ 円 0 ％

朝日自動車株式会社

負担割合

国庫補助
上限額

ホ×へ = ヌ

4,809

営業費用 49,887

補助対象期間のサービス提供時
間（ロ)

10,584.0 経常収支率 9.64%

補助ブロック名
補助対象事業者の時間当た

り経常費用
イ÷ロ = ハ

地域時間当たり
標準経常費用

二

時間当たり経常費用
ハとニのいずれか少ない額

ホ

営業外費用 16 経常費用（イ） 49,903

営業損益 ▲ 45,644 営業外損益 550 経常損益 ▲ 45,094

補助対象期間の
損益状況

一 般 乗 合 旅 客 自 動 車 運 送 事 業 ・ 自 家 用 有 償 旅 客 運 送

営業収益 4,243 営業外収益 566

武蔵・相模 4714円. 94銭 3589円. 83銭 3,589円.83銭

市区町村
申請
番号

利便増
進特例
措置又
は運送
継続特
例措置

運行
系統名

営業区域
計画運行回数

（い）

経常収益

同一補助ブロック
市区町村外乗入
部分に係るサー
ビス提供時間

補助ブロック外乗り入
れ部分及び同一補助
ブロック市区町村外乗

り入れ部分以外の
サービス提供時間の

比率

ヘ ト チ

実績運行回数
（ろ）

運休回数
（は）

運休回数の
うち１２条２
項ただし書
によりやむ

を得ないとし
て大臣が認
めた回数

（に）

運行割合
（100%を超える場
合は100%を上限

とする。）
（ほ）

サービス提供時間
補助ブロック外
乗入部分に係る

サービス提供時間

本庄市 4,688 3,543 75.57 2,360. 0.0 0.0

0.0

本庄市 1,266 405 31.99 2,940. 0.0 0.0

本庄市 2,594 1,440 55.51 2,940. 0.0

タ

8,414,561 717,636 7,696,925 7,696,925 7,696 千円 3,848.0 千円 1,028. 千円

市区町村
申請
番号

補助対象
経常費用

補助対象系統
の経常収益

補助対象経常
費用から経常

収益を控除した額

ヲのうち補助ブロック
外乗入部分及び同
一補助ブロック市区
町村外乗入部分以

外に係るもの

補助対象経費 補助対象経費の1/2

8,471,998 651,545 7,820,453 7,820,453

ル ヌ－ル＝ヲ ヲ×リ＝ワ カ カ×1/2＝ヨ

5,069.5 千円 1,354. 千円

10,554,100 127,698 10,426,402 10,426,402 10,426 千円 5,213.0 千円 1,393. 千円

10,554,100 414,964 10,139,136 10,139,136

市区町村
申請
番号

経常費用から
経常収益を控除

した額

損失額から国庫
補助額を控除し

た額

ツの負担者とその負担割合

都道府県 市区町村 その他の者 事業者自己負担
「その他の者」の具体
的概要

47,991,080 43,171,080

10,334,183

10,475,713

13,446,959

13,734,225

0 43,171,080 0 0

負担額 負担割合 負担額 負担割合ハ×へ－ル＝ソ ソ－レ＝ツ 負担額 負担割合 負担額

37,994,759 1,911,843 36,082,916 36,082,916 36,081 千円 18,040. 千円 4,820 千円

0.00.02,344.73.113,5764,891本庄市

7,820 千円 3,910.0 千円 1,045. 千円

10,139 千円
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 4.「補助対象期間の損益状況」については、消費税相当額を控除した額を記載すること。

 5.「補助ブロック名」については、補助金交付要綱別表６の名称を記載すること。

 6.「地域時間当たり標準経常費用」は、補助ブロックを管轄する地方運輸局等が通知した数値によること。

 7.時間当たり補助対象経常費用の計算上生じた単位未満の端数は切り捨てること。

(1) 記載要領

 1.乗合バス事業の収益、サービス提供時間については、高速バス及び定期観光バス等を除き、費用については、高速バス及び定期観光バス等並びに補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）における補助
金交付要綱第２編第１章第３節に係る経常費用を除くこと。

(2) 添付書類

1.補助対象期間に係る旅客自動車運送事業等報告規則第２条第２項の「事業報告書」又は自家用有償旅客運送の損益明細表。

2.様式第１－５の運行系統別輸送実績。

20.「補助対象経費」は、（ワ）の金額を記載する（千円未満の端数は切り捨てること）。

21.「補助対象経費の１／２」は、系統ごとに百円単位（0.5千円）まで記載することとし、合計の千円未満の端数は切り捨てること。

22.「国庫補助上限額」については、市区町村等が当該市区町村等に係る国庫補助上限額のうち、各事業者の系統ごとに按分した額を記載することとし、千円未満の端数は切り捨てること。
23.サービス提供時間とは、事業開始時間から事業終了時間までの間をいい、そのうち、待機時間、回送時間、予約受付に係る時間についても含める。ただし、時間外に行われる予約受付に係る時間等については含めな
い。
24.待機時間とは、サービス提供時間のうち、実運行しなかった時間をいう。ただし、休憩時間及びその他事業に従事している時間については含めない。

25.回送時間については、乗客が降車した後、帰庫する際の回送運行は実運行時間として差し支えない。ただし、回送運行中（帰庫途中）に乗用事業による配車指示があり、乗用事業の運行を行った場合は、当該回送運
行は実運行時間とは認められない。

14.「運行割合」は、小数点第２位（第３位以下切り捨て）まで算出して記載すること。

15.「サービス提供時間」、「補助ブロック外乗入部分に係るサービス提供時間」及び「同一補助ブロック市区町村外乗入部分に係るサービス提供時間」は、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出すること。

16.「同一補助ブロック市区町村外乗入部分に係るサービス提供時間」については、同一補助ブロック内における市区町村外乗入部分のサービス提供時間を記載することとし、補助ブロックが異なる市区町村外乗入部分
は（ト）に記載すること。

17.「補助ブロック外乗入部分及び市区町村外乗入部分以外のサービス提供時間の比率」は、％以下第３位（小数点第４位切り捨て）まで算出して記載すること。

18.「補助対象経常費用」は、円未満の端数を切り捨てること。

19.「補助対象系統の経常収益」については、補助対象期間における各補助対象系統の経常収益の実績額を記載すること。

 8.申請番号は、事業者及び系統ごとに一連番号とすること。なお、１系統が２つ以上の補助ブロックにまたがる場合は、その比率に応じ低い方をカッコ書きの番号とすること。

 9.「利便増進特例措置又は運送継続特例措置」については、地域公共交通利便増進実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９）を受けて補助対象となる場合は「利便」と記載し、地域
旅客運送サービス継続実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表１０）を受けて補助対象となる場合は「継続」と記載する。

10.「計画運行回数」については、大臣に認定された地域公共交通計画に記載された回数を転載すること。

11.「実績運行回数」については、補助対象期間中に運行した回数を記載すること。

12.「運休回数」については、計画運行回数のうち、補助対象期間中に運休した回数を記載すること。

13.「運休回数のうち１２条２項ただし書によりやむを得ないとして大臣が認めた回数」については、補助対象期間中に運休した回数のうち、天災その他やむを得ない事情がある場合による回数を記載すること。

 2.補助対象事業者の決算期間が補助対象期間と相違している事業者については、補助対象期間の仮決算を行い、その損益状況を損益状況欄に記載すること。

 3.補助対象期間中の一般乗合旅客自動車運送事業（自家用有償旅客運送）と他の事業を兼業している場合の関連収益及び費用の配分については、原則として、自動車運送事業に係る収益及び費用並びに固定資産の
配分基準について（昭和52年５月17日付け自総第338号、自旅第151号、自貨第55号）によること。
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２．補助対象期間における損益の実績【地域内フィーダー系統（路線型(路線定期・路線不定期)運行）】

千円 0 千円 千円

千円 0 千円 千円

千円 千円 千円

㎞ ％

３．キロ当たり補助対象経常費用

４．補助対象系統ごとの国庫補助金申請額、負担者とその負担割合

（へ－（ト＋チ））÷へ＝リ

国庫補助金
申請額

ソ

本庄市 1 km 円 円 円 円 1,194. 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

km 円 円 円 円 . 千円

合計 km 円 円 円 円 1,194. 千円

本庄市 1 円

円

円

円

円

円

円

円

円

円

合計 円 円 円 0 ％ 7743639 円 100 ％ 円 0 ％ 円 0 ％

往 往 

復 0.0km 復 復 

往 往 

復 0.0km 復 復 

回 回 回 回 ％
往 0.0km

回 回 回 ％
往 0.0km

回

往 

復 0.0km 復 復 

回 回 回 ％
往 0.0km 往 往 

復 0.0km 復 復 

往 往 

復 0.0km 復 復 

回

回

回 回 回 ％
往 0.0km 往 

回 回 回 ％
往 0.0km

回

(2) 添付書類

1.補助対象期間に係る旅客自動車運送事業等報告規則第２条第２項の「事業報告書」又は自家用有償旅客運送の損益明細表。

2.様式第１－５の運行系統別輸送実績。

18.「実車走行キロ」は、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出して記載すること。

19.「補助対象経常費用」は、円未満の端数を切り捨てること。

20.「補助対象系統の経常収益」については、補助対象期間における各補助対象系統の経常収益の実績額を記載すること。

21.「補助対象経費」については、（カ）の金額を記載する（千円未満の端数は切り捨てること）。

22.「補助対象経費の１／２」については、系統ごとに百円単位（0.5千円）まで記載することとし、合計の千円未満の端数は切り捨てること。

23.「国庫補助上限額」については、市区町村等が当該市区町村等に係る国庫補助上限額のうち、各事業者の系統ごとに按分した額を記載することとし、千円未満の端数は切り捨てること。

12.「運休回数」については、計画運行回数のうち、補助対象期間中に運休した回数を記載すること。

13.「運休回数のうち１２条２項ただし書によりやむを得ないとして大臣が認めた回数」については、補助対象期間中に運休した回数のうち、天災その他やむを得ない事情がある場合による回数を記載すること。

14.「運行割合」は、小数点第２位（第３位以下切り捨て）まで算出して記載すること。

15.「系統キロ程」、「補助ブロック外乗入部分のキロ程」及び「市区町村外乗入部分のキロ程」は、小数点第１位（第２位以下切り捨て）まで算出すること。なお、循環系統の場合には、往又は復のどちらかの欄にキロ程を記載し、もう片方の欄
に「循環」と記載すること。

16.「同一補助ブロック市区町村外乗入部分のキロ程」については、同一補助ブロック内における市区町村外乗入部分のキロ程を記載することとし、補助ブロックが異なる市区町村外乗入部分は（ト）欄に記載すること。

17.「補助ブロック外乗り入れ部分及び同一補助ブロック市区町村外乗り入れ部分以外のキロ程の比率」は、％以下第３位（小数点第４位切り捨て）まで算出して記載すること。

 6.「地域キロ当たり標準経常費用」は、補助ブロックを管轄する地方運輸局等が通知した数値によること。

 7.キロ当たり補助対象経常費用の計算上生じた単位未満の端数は切り捨てること。

 8.申請番号は、事業者及び系統ごとに一連番号とすること。なお、１系統が２つ以上の補助ブロックにまたがる場合は、その比率に応じ低い方をカッコ書きの番号とすること。

 9.「利便増進特例措置又は運送継続特例措置」については、地域公共交通利便増進実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表９）を受けて補助対象となる場合は「利便」と記載し、地域旅客運送サービス
継続実施計画の認定を受け、地域内フィーダー系統に係る特例措置の適用（別表１０）を受けて補助対象となる場合は「継続」と記載する。

10.「計画運行回数」については、大臣に認定された地域公共交通計画に記載された回数を転載すること。

11.「実績運行回数」については、補助対象期間中に運行した回数を記載すること。

(1) 記載要領

 1.乗合バス事業の収益、実車走行キロについては、高速バス及び定期観光バス等を除き、費用については、高速バス及び定期観光バス等並びに補助対象期間（補助金交付要綱第５条で定める期間）における補助金交付要綱第２編第１章
第３節に係る経常費用を除くこと。

 2.補助対象事業者の決算期間が補助対象期間と相違している事業者については、補助対象期間の仮決算を行い、その損益状況を損益状況欄に記載すること。

 3.補助対象期間中の一般乗合旅客自動車運送事業（自家用有償旅客運送）と他の事業を兼業している場合の関連収益及び費用の配分については、原則として、自動車運送事業に係る収益及び費用並びに固定資産の配分基準について
（昭和52年５月17日付け自総第338号、自旅第151号、自貨第55号）によること。

 4.「補助対象期間の損益状況」については、消費税相当額を控除した額を記載すること。

 5.「補助ブロック名」は、補助金交付要綱別表６の名称を記載すること。

8,937,639 7,743,639

負担額 負担割合

8,937,639

市区町村
申請
番号

経常費用から
経常収益を控除

した額

損失額から国庫補助額
を控除した額

ネの負担者とその負担割合

都道府県 市区町村 その他の者

29,565.0 10,956,789 2,019,150 8,937,639 8,937,639 8,937 千円

事業者自己負担

「その他の者」の具体的概要

ハ×ヌ－ヲ＝ツ ツ－ソ＝ネ 負担額 負担割合 負担額 負担割合 負担額 負担割合

29,565.0 10,956,789 2,019,150 8,937,639 8,937,639 8,937 千円 4,468.5 千円 1,194. 千円

補助対象経費の1/2
国庫補助
上限額

ヌ ホ×ヌ = ル ヲ ル－ヲ＝ワ ワ×リ＝カ ヨ ヨ×1/2＝タ レ

市区町村
申請
番号

実車走行キロ
補助対象
経常費用

補助対象系統
の経常収益

補助対象経常
費用から経常

収益を控除した額

合計

ワのうち補助ブロック外
乗入部分及び同一補助
ブロック市区町村外乗
入部分以外に係るもの

補助対象経費

往 往 

復 0.0km 復 復 
回 回 ％

往 0.0km
回 回

往 往 

復 0.0km 復 復 
回 回 ％

往 0.0km
回 回

往 往 

復 0.0km 復 復 
回 回 ％

往 0.0km
回 回

往 往 

復 0.0km 復 復 
回 回 ％

往 0.0km
回 回

往 往 
100.000%

復 3.0km 復 復 
回 0 回 100.00 ％

往 3.0km

武蔵・相模 370円. 60銭 545円18銭 370円.60銭

市区町村
申請
番号

利便増
進特例
措置又
は運送
継続特
例措置

運行
系統名

補助ブロック名
補助対象事業者の実車走行キロ当

たり経常費用
イ÷ロ = ハ

地域キロ当たり
標準経常費用

二

キロ当たり経常費用
ハとニのいずれか少ない額

ホ

回 4,927.5 回 0本庄市 1 － 本庄シャトル便 本庄駅南口 新田原 本庄早稲田駅北口 4,927.5

同一補助ブ
ロック市区

町村外乗入
部分のキロ

程

補助ブロック外乗り入
れ部分及び同一補助
ブロック市区町村外乗
り入れ部分以外のキ

ロ程の比率

起点
主な

経由地
終点

ヘ ト チ

実績運行回数
（ろ）

運休回数
（は）

運休回数のうち１
２条２項ただし書
によりやむを得な
いとして大臣が認

めた回数
（に）

運行割合
（100%を超える場
合は100%を上限と

する。）
（ほ）

系統キロ程
補助ブロッ
ク外乗入部
分のキロ程

運行系統

計画運行回数
（い）

補助対象期間の実車走
行キロ（ロ)

29,565.0 経常収支率 18.43

経常費用（イ） 10,957

営業損益 ▲ 8,938 営業外損益 経常損益 ▲ 8,938

補助対象期間の
損益状況

一 般 乗 合 旅 客 自 動 車 運 送 事 業 ・ 自 家 用 有 償 旅 客 運 送

営業収益 2,019 営業外収益 経常収益 2,019

営業費用 10,957 営業外費用

本庄観光株式会社

4,468 千円 1,194. 千円
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